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団体名     氷川台自治会                         

代表者・役職名 氏名  会長  林 俊一                    

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

１．助成プロジェクト名 

～ラジオで街をもっと元気に ハッピーに ～ 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。会員
数など。１８０文字程度まで） 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

2025年の超高齢化社会の到来を前に、衰退した自治会に危機感を覚えた団塊世代の会員が中心となり、自治会の現状認識に基づく課題

を抽出して平成 23年から改革に着手しました。この間、自治会活性化への変化は顕著に現れ高齢化率は 38％弱から 33％へ低下、自治会

加入率も 95％強になり元気な地域となりました。今後の課題は、増え続ける高齢者対策であります。現在、見守り活動、災害時要援護者対

策等の先進的活動をしていますが、更なる、高齢者支援対策はタイムリーな情報提供による孤立化の防止と認識しています。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

地域社会では高齢化の進行と同時に、若年層は共稼ぎが定着して自治会の情報不足により高齢者が家に閉じこもりがちになります。これ

らの課題解決の方策として、従来の回覧版と並行して一昨年 6月に開局したコミュニティ放送局(FMひがしくるめ)と連携して氷川台自治会

のイベント情報を定時(毎週木・11時～11時 15分)に声で発信してお知らせする「氷川台自治会ラジオ回覧版」を開始しました。情報発信は

イベント情報にとどまらず、災害情報・防犯機能・緊急のお知らせ(徘徊情報など)をリアルタイムに流すことで会員が情報を共有し連帯感を

醸成します。昨年度、75歳以上一人暮らし世帯、75歳以上夫婦のみ世帯、障がい者在宅世帯、日中 75歳以上一人在宅世帯の約 80世帯

を対象に緊急告知ラジオ(緊急電波自動受信装置付き)を配布して情報漏れによる孤独防防止体制を構築しました。今年度は更に 75歳以

上在宅世帯、65歳以上一人暮らし世帯に拡大し 110台を購入し配布しました。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれた直

接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

結果：FM放送で毎週木曜日「氷川台ラジオ回覧板」を放送。一週間のイベントやお知らせ情報を会員がスタジオに出向きタイムリ

ーに発信しています。会員は配布貸与された緊急告知ラジオやスマホで聴取し情報の共有が出来るようになりました。 

成果：緊急告知ラジオを貸与された高齢者会員（190世帯）は、定時に電源が入り流れてくる放送を聴き、ふれあいサロン・オレ

ンジカフェ等への積極的に参加するようになりました。 

社会的な変化：FM放送と自治会のラジオを媒体としたコミュニティづくりは、近隣自治体に大きな反響を呼んでいます。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文 

実施にあたっての課題：毎週木曜日「自治会ラジオ回覧板」の放送は、自治会会員は勿論、東久留米市内全域のリスナーが聴いている    

ため、自治会イベント案内だけでなく他の地域の皆さんが地域活性化の起爆剤になるような放送内容にも心掛ける必要があります。  

今後の展望：FM電波を使ったタイムリーな情報が350世帯全会員に届くように「緊急告知ラジオ」導入を順次進めます(2018年度80台・2019

年度 110台・2020年度 160台予定）。また、「ラジオ回覧板」放送は、東久留米市内だけでなく隣接する清瀬市にも電波が届いているた

め、FM電波を通して氷川台自治会の先進事例を伝え、自治会・町内会の地域コミュニティ醸成の一翼を担います。 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料あり ・ 特になし 

 

1956 年に開発分譲した戸建て住宅地で、入居者が中心になり 1957 年に設立された自治会。現在 350 世帯・1,000 名弱が様々な活動

を通して地域コミュニティの活性化に努めています。「平成 28 年度ふるさとづくり大賞」団体賞(総務大臣賞）、「平成 30 年度あ

したのまち・くらしづくり活動賞」内閣総理大臣賞を受賞しました。 



【活動写真】 

 緊急告知ラジオ(真如苑助成事業) 

 緊急告知ラジオ 110 台 

 

FM ひがしくるめ放送局からの災害状況や避難指示を伝える緊急告知ラジオ 


